アクティブ・ラーニングとしての社会科学系学部生による学会発表 : 教育と研究の融合を目指して by 星野 雄介























































































































ドルが高い。しかしながら、海外においては、The National Conference 
























































































年に設立され、年 2 回の学会と年 4 回の学会誌の発行などを行っている。
学会員数は、個人会員 1153 名、学生会員 204 名（ともに 2017 年 11 月 30
日時点）である。個人会員の中には企業に所属している者も一定数いる。
学会での発表数は、2018 年 3 月の第 13 回日本感性工学会春季大会では、
2 日間の開催期間中に口頭発表は企画セッション・一般セッション・査読
セッションに分かれ合計 328 本、ポスター発表は 85 本であった。学会発
表者は、学会員に限られておらず、企業の研究者、大学院生、学部生と多
岐にわたる。
　筆者は、日本感性工学会において、学生とともに、2016 年 9 月から
2018 年 9 月の 5 回、計 11 本のポスター発表を行った。そのうち本論文
では、2018 年 3 月の第 13 回日本感性工学会春季大会（以下、第 13 回春
季大会）での 2 本の発表を主とし、部分的には、その半年前に開催され
た 2017 年 9 月の第 19 回日本感性工学会大会（以下、第 19 回大会）の 3





























参加学生は第 19 回大会では 2 名× 3 チームの計 6 名、第 13 回春季大会に
は 1 名が外れ、1 名が加わったものの、3 名× 2 チームの計 6 名であった。

















についてのインタビュー、および 2018 年 12 月下旬に参加学生らに聞いた
アンケートなどを参考にしている。図 1 は、この研究プロジェクトの全体
スケジュールを整理している。期間は、筆者の所属する大学の後期開始か
らしばらく経過した 2017 年 10 月 12 日から、学会当日の 2018 年 3 月 28
日である。基本的には毎週木曜日の 5 限目の時間がプロジェクトに割り当















しては、2017 年 9 月の第 19 回大会において、「評価グリッド法」（諸井・
乾 1986）を用いたインタビューを用いた定性研究を報告していたことか
ら、今回は定量研究を行おうと、学生間で合意したためであった。
　ただ、テーマ設定が順調に進捗しなかったことから、10 月 17 日水曜日
























10 月 12 日
10 月 12 日～ 11 月 2 日
（2 コマ）
11 月 2 日～ 2018 年 1 月 21 日
（7 コマ程度）
1 月 16 日～ 1 月 31 日
1 月 28 日～ 1 月 31 日
（2 コマ）
2 月 26 日～ 3 月 25 日
（13 コマ）
3 月 27 日
（2 コマ）
























ある SD 法（Semantic Differential 法）を用いるため、「明るい─暗い」と
いった反対の意味を持つ形容詞対を作成する必要がある。この印象評定用







































　以上のようにして作成したアンケートを、2018 年 1 月 16 日から 31 日に
かけてオンラインで配布し、回収した。その後は、1 月 31 日までにアブス
トラクトを作成して参加申し込みをする必要があった。そのため、比較的




















































た。「グッズ研究」は 3 月 20 日時点で第 1 稿が完成し、「顔立ち研究」で
も 3 月 21 日に第 1 稿を作成した。その後は、手直しとリハーサルであり、







業日数は合計で 9 日であり、毎回に平均 2.9 名の学生が参加した。一人当
たりの参加日数の合計は平均 4.3 日であり、全日程の半分の参加率であっ
た。この点については、学生らが就職活動中であることを最大限に尊重し
た結果である。毎回の作業時間は、おおむね 5 時間程度、すなわち 90 分
講義に換算すると 3 コマ相当であったことから、全日程に参加した教員負
担は 27 コマに、平均 4.3 日参加した学生の負担は 12.9 コマとなった。
表 2　ポスター作製日程
日付 学生 A 学生 B 学生 C 学生 D 学生 E 学生 F 1 日当たり参加学生数
2 月 26 日 ○ ○ 2
2 月 27 日 ○ ○ ○ ○ 4
3 月 12 日 ○ ○ 2
3 月 15 日 ○ ○ ○ ○ 4
3 月 18 日 ○ ○ ○ 3
124
日付 学生 A 学生 B 学生 C 学生 D 学生 E 学生 F 1 日当たり参加学生数
3 月 20 日 ○ ○ 2
3 月 21 日 ○ ○ 2
3 月 24 日 ○ ○ ○ 2
3 月 25 日 ○ ○ ○ ○ ○ 5
一人当たり参加
日数　合計
4 4 5 5 4 4 26
出所：筆者作成。






　コアタイムでは、3 名チームのうち 2 名が交代でポスター前に待機し、
来場者へプレゼンテーションや質疑応答・ディスカッションを行った。発































　第 1 の学生の就職に関する 1 つ目の指標として、まず社会人基礎力への
影響を分析する。社会人基礎力は、本来ならば社会人として活躍できるた
めに必要な能力という意味であろうが、実際に社会人基礎力が用いられる














































































































ハウは、その後のプロジェクトにも転用され、2018 年 9 月の第 20 回日本
感性工学会大会にて 2 つの研究を発表している。第 2 に、時間は前後する
が、筆者は、2017 年 9 月の第 19 回大会での成果をもとに追加的な分析を
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